
３
月
定
例
会

議
案
第
5
号

東
海
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
他
律
的
業
務
の
上
限
月
１
０
０
時

間
以
内
、
年
７
２
０
時
間
以
内
と
の
案

は
、
厚
生
労
働
省
が
過
労
死
の
危
険
性

が
高
ま
る
目
安
と
し
た
過
労
死
ラ
イ
ン

を
合
法
化
す
る
も
の
。
本
村
の
７
２
０

時
間
超
の
勤
務
実
績
か
ら
も
長
時
間
労

働
を
助
長
し
か
ね
な
い
。

無
会
派　

大
名 
美
恵
子 

議
員

反対議
案
第
20
号　

平
成
31
年
度
東
海
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
国
は
国
保
へ
の
法
定
外
一
般
会
計

繰
り
入
れ
を
止
め
さ
せ
、
税
の
引
き
上

げ
で
会
計
の
安
定
化
を
図
ろ
う
と
県
域

化
を
強
行
し
た
。
新
年
度
予
算
は
国
の

方
向
で
法
定
外
一
般
会
計
繰
り
入
れ
を

ゼ
ロ
に
し
て
お
り
問
題
。

無
会
派　

大
名 

美
恵
子 

議
員

反対　
　
国
保
は
国
民
皆
保
険
制
度
の
下
支

え
で
あ
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
機

能
を
持
つ
。
赤
字
で
も
国
保
加
入
者
の

負
担
増
に
頼
ら
ず
、
一
般
会
計
か
ら
の

独
自
繰
入
で
対
応
す
べ
き
。
さ
ら
に
国

保
加
入
者
に
保
険
税
負
担
を
強
い
て
い

る
国
に
国
庫
負
担
を
求
め
る
こ
と
。

み
す
ず
の
会　

清
宮 

寿
子 

議
員

反対

請
願
第
30

－

２
号　
（
仮
称
）「
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
」
の
新
設
に
関
わ
る
請
願

議
案
第
29
号　

平
成
31
年
度
東
海
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　
下
水
道
事
業
会
計
を
公
営
企
業
会

計
に
移
行
さ
せ
た
事
に
よ
り
、
今
後
独

立
採
算
に
よ
る
会
計
処
理
強
化
が
求
め

ら
れ
、
住
民
の
負
担
増
は
明
ら
か
。
消

費
税
増
税
分
も
約
１
４
１
万
円
見
込
ま

れ
て
お
り
容
認
で
き
な
い
。

無
会
派　

大
名 

美
恵
子 

議
員

反対　
　
数
十
年
先
の
長
期
的
財
政
見
通
し

が
立
た
な
い
の
に
建
設
に
賛
成
、
だ
か

ら
請
願
反
対
と
い
う
論
理
は
成
り
立
た

な
い
。
執
行
部
は
住
民
の
財
政
面
の
説

明
要
求
に
応
じ
、
十
分
に
話
し
合
い
、

納
得
を
得
る
努
力
を
。
強
引
さ
は
将
来

に
禍
根
を
残
す
と
懸
念
す
る
。

み
す
ず
の
会　

阿
部 

功
志 

議
員

議
案
第
21
号　

平
成
31
年
度
東
海
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
の
た
め
と

し
て
出
発
し
た
本
制
度
は
、
国
が
次
々

と
制
度
改
悪
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
医

療
費
の
負
担
割
合
も
引
き
上
げ
の
方
向

で
検
討
を
始
め
た
。
医
療
確
保
の
自
己

責
任
を
高
め
る
制
度
は
容
認
で
き
な
い
。

無
会
派　

大
名 

美
恵
子 

議
員

反対議
案
第
27
号　

平
成
31
年
度
東
海
村
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　
一
般
会
計
補
助
金
を
０
に
す
る
事
が

見
込
ま
れ
、
今
後
料
金
引
き
上
げ
が
本
格

的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
。
消
費

税
引
き
上
げ
分
も
約
４
０
０
万
円
増
収

を
見
込
ま
れ
た
が
、
水
の
料
金
は
、
極
低

廉
で
誰
も
が
払
え
る
料
金
で
あ
る
べ
き
。

無
会
派　

大
名 

美
恵
子 

議
員

反対 議
案
第
７
号

東
海
村
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
条
例
の
制
定

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
来
返
礼
品

を
目
的
と
せ
ず
、
育
て
て
く
れ
た
、
ふ

る
さ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
、

財
政
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
産
品

の
普
及
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
返

礼
品
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
と
は
、

別
の
形
で
知
恵
を
出
し
行
う
べ
き
。

み
す
ず
の
会　
江
田 

五
六 

議
員

反対

請
願
第
31

－

１
号

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支

援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
の
請
願

　
　
請
願
は
国
が
中
小
企
業
へ
の
大
幅
な

支
援
拡
充
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
ど

こ
で
働
い
て
も
同
じ
最
低
賃
金
と
な
り
、

人
間
ら
し
い
最
低
限
の
生
活
を
保
障
す
る

こ
と
を
根
本
的
に
求
め
た
も
の
。
喫
緊
の

課
題
と
し
て
国
に
意
見
書
を
上
げ
る
べ
き
。

無
会
派　

大
名 

美
恵
子 

議
員

　
　
村
は
10
年
間
を
一
区
切
り
に
、
長

期
財
政
見
通
し
を
作
成
し
て
い
る
。
経

済
の
変
化
に
対
応
し
、
随
時
見
直
し
を

行
い
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
議
会
は
こ
の
請
願
を
、

十
分
に
補
完
す
る
付
帯
決
議
を
可
決
し

て
い
る
か
ら
安
心
で
あ
る
。

公
明
党　

岡
崎 　
悟 

議
員

反対

　
　
請
願
の
審
査
期
間
10
か
月
の
間
、

不
採
択
と
し
た
委
員
の
発
言
は
、
執
行

部
の
代
弁
に
終
始
し
て
住
民
目
線
で
の

審
査
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

村
議
会
の
責
務
と
し
て
「
村
執
行
機
関

の
監
視
と
評
価
」
を
義
務
付
け
た
、
自

治
基
本
条
例
第
12
条
に
違
反
。

み
す
ず
の
会　

清
宮 

寿
子 

議
員

賛成

賛成

討

論

討
論
と
は
…
自
分
の
意
見
（
賛
成
ま
た
は
反
対
）
を
表
明
し
、
そ
の
意
見
に
反
対
す
る
議
員
、
賛
否
の
意
思
を
決
め
て
い
な
い
議
員
を
、
自
分
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

賛成

　
　
交
流
館
建
設
は
、
基
金
７
億
円
を

積
立
て
て
お
り
、
現
在
の
財
政
状
況
で

は
起
債
せ
ず
建
設
で
き
る
。
開
館
後
の

維
持
管
理
費
も
財
政
に
著
し
い
影
響
を

及
ぼ
す
と
は
考
え
に
く
い
。
請
願
項
目

は
、
有
無
に
関
わ
ら
ず
実
行
す
べ
き
内

容
で
あ
り
不
採
択
は
妥
当
。

新
政
と
う
か
い　
飛
田 

静
幸 

議
員

反対
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